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放射線は目に見えません。しかし正しく認識し、対処すること
で過剰な心配や、無用な被ばくを避けることができます。放射
能対策室では定期的に、この Q ＆ A を連載していきます。

放射線に関する Q ＆ A

Q　昨年度（平成 27 年度）の相馬市産の食品放射
性物質検査結果について教えてください。

Ａ　平成 27 年度に、市役所や各公民館を含む
公共施設で測定した食品は 1,334 件ありました。
そのうち基準値（食品 1 ㎏当たり、セシウム
134 および 137 の合計が 100 ベクレル）を超え
た食品は 164 件でした。詳細は下記の表をご覧
ください。
　これまで新米、古米ともに基準値を超えたもの
はありません。平成 25 年度では果実、平成 26
年度では野菜で基準値を超えることがありました
が、平成 27 年度には野菜、果実ともに基準値を
超えたものがありません。これは、放射性セシウ
ムが泥と強く結合する性質を持ち、土や泥などか
ら果実、野菜および米などにセシウムが移行しに
くいためです。どの食材も汚染されるという状況
では全く無く、汚染されやすい食材を知ることが
重要です。
　山菜・きのこ類は基準値を超えたものが多く、
その他はイノシシの肉やクリなどが基準値を超え
たものがあります。仮に基準値上限（1 ㎏当たり、
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監修＝相馬市健康対策
専門部会委員、東京大
学医科学研究所
 坪倉正治
作成＝放射能対策室

●問い合わせ先　放射能対策室　☎ 37-2270

100 ベクレル）のセシウム 137 を含んだ食品を
成人の方が 100g 食べたとして、0.13 マイクロ
シーベルト内部被ばくすると計算されます。これ
を 1 年間、毎日 100g 食べ続けたとしても、年間
の内部被ばく量はおよそ 50 マイクロシーベルト
程度です。（ちなみに、病院での胸のレントゲン
は 1 回の撮影で約 60 マイクロシーベルト被ばく
します。）年間を通して基準値を超える食品を食
べ続けることはまずありえませんが、基準値を超
えた食品を数回食べたとして健康に影響が出るレ
ベルには到達しません。
　食品による内部被ばくを防ぐため、市は、食品
の検査以外に身体の内部被ばく線量を測る検査
（ホールボディーカウンター）を実施しています。
平成 26 年度（平成 26 年 2 月 1 日から平成 27
年 4 月 25 日まで）では、受診した 6,266 人のほ
とんどの方（6,234 人　全体の 99.2％）が検出
限界値以下でした。
　市全体として、内部被ばくは非常に低いレベル
です。詳しくは相馬市ホームページ、放射線に関
する情報のホールボディカウンター検査結果に掲
載されています。

品目 平成 26 年度 平成 27 年度
測定件数 内基準値超 測定件数 内基準値超 内訳（基準値超）

野菜 504 1 321 0 　
果実 292 0 335 0 　

水 7 0 1 0 　
魚 137 1 39 0 　

山菜・きのこ類 503 144 415 132 こしあぶら、たらの芽など
新米 21 0 2 0 　
古米 4 0 1 0 　

その他 294 22 220 32 イノシシの肉、クリなど
合計 1,762 168 1,334 164 　

●市で採れた食品の測定結果


